
「原発はいらない！」という声を上げ、
学習会や請願を行いました

韓米FTAからTPPの危険性を考える

■会員生協トピックス
・いわて生協
・釜石市職員生協

■原発からの脱却の
世論を広げるため
に、学習会や請願
を実施

■岩手県生協連トピックス
・岩手県議会各会派との懇談
会を開催
ほか

岩手の生協 VOL.29 2012.4
岩手県生活協同組合連合会
〒020-0180　岩手郡滝沢村土沢220-3
019-684-2225／ 019-684-2227

岩手の生協の今をお伝えする

特集

岩手県議会各会派との懇談会を開催

韓国でFTAの実態を調査団が学習



韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
危
険
性
を
考
え
る

　

昨
年
11
月
に
、
政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交
渉
参
加
を
表
明
し
て
以
来
、
関
係
国
と
の
事
前
協
議
な
ど
、
参
加
に
む
け
て
の
動
き
を
加
速
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
は
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
私
た
ち
消
費
者
や
生
活
者
に
と
っ
て
、
大
変
な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
食
の
安
全
で
は
、
残
留
農
薬
や

Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
食
品
添
加
物
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
、
食
品
表
示
な
ど
の
基
準
が
ア
メ
リ
カ
の
ル
ー
ル
に
あ
わ
せ
て
緩
和
さ
せ
ら
れ
る
心
配
、
医
療
や
公
共
事
業
の
入
札
、

雇
用
な
ど
、
農
業
分
野
以
外
に
も
地
域
経
済
や
く
ら
し
に
関
わ
る
問
題
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
通
商
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
モ
デ
ル
と
し
、
そ
れ
以
上
の
自
由
化
を
め
ざ
す
」
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
韓
米
Ｆ

Ｔ
Ａ
で
は
、
韓
国
に
極
端
に
不
平
等
な
内
容
だ
と
い
う
こ
と
が
や
っ
と
韓
国
の
国
民
に
伝
え
ら
れ
、
大
き
な
反
対
運
動
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
受
け
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
と
食
料
・
農
林
水
産
業
・
地
域
経
済
を
考
え
る
岩
手
県
民
会
議
」（
岩
手
県
生
協
連
は
世
話
人
団
体
）
で
は
、
韓
国
に
「
韓

米
Ｆ
Ｔ
Ａ
状
況
調
査
団
」
を
派
遣
し
、
韓
国
農
業
団
体
や
市
民
団
体
と
の
意
見
交
換
や
調
査
・
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
を
決
め
、
22
名
が
韓
国
へ
出
発
し
ま
し
た
。
団

長
は
県
生
協
連
加
藤
善
正
会
長
理
事
。
参
加
し
た
３
名
の
報
告
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
危
険
性
を
考
え
ま
す
。

2

特 集
１
．
訪
問
先
で
出
さ
れ
た
見
解
・
意
見

（
主
な
も
の
）

　
①
韓
国
農
漁
村
社
会
研
究
所
訪
問

　

副
理
事
長
の
權

ク
ォ
ン

寧ヨ
ン
グ
ン勤

氏
か
ら
「
韓
米

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
め
ぐ
る
動
向
と
そ
の
影
響
」

に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の
行
き
詰
ま
り
を
う
け

て
増
加
し
て
い
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
本
来
は

一
定
の
農
業
保
護
を
認
め
て
い
る
も
の

だ
っ
た
。そ
の
よ
う
に
し
て
ア
メ
リ
カ
、

豪
州
な
ど
は
自
国
の
国
内
農
業
を
保
護

し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
が

リ
ー
ド
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
相

韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

危
険
性
を
考
え
る

報
告
者
：「
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
状
況
調
査
団
」

団
長　

加
藤
善
正

３
月
19
日

手
国
に
対
し
て
は
そ
う
し
た
農
業
保
護

を
認
め
ず
、
一
層
の
自
由
化
・
関
税
引

き
下
げ
を
求
め
て
い
る
。
韓
国
は
韓
米

Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
あ
た
り
、
国
内
農
業
に

対
す
る
戦
略
的
、
政
策
的
整
備
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
。
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
も
Ｔ
Ｐ

Ｐ
も
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
の
中
に
位

置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
「
国

益
」
が
す
べ
て
に
優
先
す
る
以
外
の
何

者
で
も
な
い
。

②
「
参
与
連
帯
」（
参
与
民
主
社
会
市

民
連
合
）
訪
問

　

こ
の
市
民
団
体
は
１
９
９
４
年
に
結

成
さ
れ
、
韓
国
で
は
最
も
進
歩
的
で
社

会
的
影
響
力
を
持
つ
市
民
組
織
。
徹
底

し
た
権
力
や
財
閥
へ
の
監
視
と
対
案
の

提
出
、
国
会
、
政
府
、
検
察
、
裁
判
所
、

財
閥
な
ど
の
大
企
業
な
ど
に
対
し
て
情

報
公
開
を
要
求
し
続
け
て
い
る
。
朴パ

ク

提チ
ョ
ン
ウ
ン垠

氏
（
平
和
・
国
際
協
力
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）
か
ら
こ
の
団
体
の
運
動
に
つ
い

て
う
か
が
っ
た
。

　

韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
情
報
公
開
が
ほ
と
ん

ど
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
問
題

に
関
わ
っ
た
。
し
か
し
、
国
会
で
も
報

告
が
な
さ
れ
ず
、
国
会
議
員
を
動
か
す

こ
れ
ま
で
の
運
動
方
式
は
困
難
を
極
め

た
。
膨
大
な
条
約
文
で
あ
り
、
発
効
し

た
と
は
い
え
未
だ
に
国
会
議
員
も
良
く

解
っ
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。
Ｆ
Ｔ
Ａ

条
約
は
韓
国
国
内
法
よ
り
上
位
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
韓
国
の
主
権
を
侵

害
す
る
内
容
は
こ
れ
か
ら
問
題
視
し
、

国
民
運
動
を
背
景
に
新
し
い
国
会
に
働

き
か
け
て
い
く
予
定
だ
。

　

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
も
一
方
的
で
、
条

約
の
内
容
を
示
さ
ず
に
「
消
費
者
や
韓

国
経
済
に
大
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
Ｆ

Ｔ
Ａ
に
反
対
す
る
の
は
国
益
を
損
ね
る

も
の
だ
」
と
い
う
報
道
が
続
い
た
。
こ

う
し
て
、
外
交
や
軍
事
に
関
す
る
こ
と

も
、
民
間
の
チ
ェ
ッ
ク
が
効
か
な
く
な

る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
韓
国
の
国

会
は
単
独
採
決
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

お
り
、
今
後
の
参
与
連
帯
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に

対
す
る
対
応
は
４
月
11
日
の
総
選
挙
以

降
に
な
る
。
今
後
は
、
日
韓
中
の
市
民

団
体
と
の
連
帯
も
必
要
だ
。

「参与連帯」朴
パク

提
チョンウン

垠氏（左）



③
韓
国
の
各
界
代
表
と
意
見
交
換
会

　

全
北
大
学
校
宋ソ

ン

春チ
ュ
ン
ホ浩
教
授
（
農
食
品

流
通
専
攻
・
博
士
）
よ
り
、
韓
国
農
業
・

農
村
の
状
況
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
。

　

農
家
の
農
業
所
得
は
年
々
減
少
し
、

都
市
労
働
者
の
所
得
に
比
べ
て
06
年
は

78.2
％
だ
っ
た
が
10
年
に
は
66.8
％
に
差
が

広
が
っ
た
。
農
村
の
過
疎
化
・
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
韓
チ
リ
Ｆ
Ｔ
Ａ
反
対

は
農
民
中
心
の
運
動
だ
っ
た
が
、
韓
米

Ｆ
Ｔ
Ａ
は
む
し
ろ
市
民
団
体
や
社
会
全

体
の
運
動
に
な
っ
た
。

　
①
「
民
主
社
会
の
た
め
の
弁
護
士
会
」

の
本
部
事
務
所
訪
問

　

宋ソ
ン

基キ

ホ昊
弁
護
士
か
ら
、
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ

の
条
約
・
協
定
本
（
Ｂ
５
版
４
㎝
の
厚

さ
）
を
前
に
、
法
律
的
な
諸
問
題
、
と

り
わ
け
、
憲
法
や
国
内
法
・
条
例
な
ど

の
上
位
に
位
置
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
、
韓
国

の
主
権
を
侵
害
す
る
危
険
性
を
詳
し
く

う
か
が
っ
た
。

　

韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
条
約
内
容
は
膨
大
で

600
ぺ
ー
ジ
も
あ
り
、
誤
訳
も
多
く
、
未

だ
実
行
（
発
効
）
で
き
る
と
は
い
え
な

い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
政
府
は
韓
米

Ｆ
Ｔ
Ａ
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
隠
し
て
公
表

し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ

う
し
た
諸
問
題
を
法
廷
闘
争
も
含
め
て

取
り
上
げ
て
い
く
。

　

ま
た
06
年
頃
、
ア
メ
リ
カ
は
Ｆ
Ｔ
Ａ

交
渉
に
入
り
た
け
れ
ば
「
先
決
条
件
」

と
し
て
、
⑴
牛
肉
の
輸
入
規
制
緩
和
、

⑵
ア
メ
リ
カ
自
動
車
の
排
ガ
ス
規
制
撤

廃
、
⑶
ス
ク
リ
ー
ン
ク
オ
ー
タ
制
の
枠

縮
小
（
ア
メ
リ
カ
映
画
の
上
映
数
規
制

の
縮
小
）、
⑷
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
の

特
許
重
視
、
の
４
条
件
を
事
前
に
韓
国

が
飲
む
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
こ
れ
を

飲
ん
で
交
渉
に
入
っ
た
た
め
、
途
中
で

交
渉
を
止
め
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ
た
。

①
「
韓
国
農
協
中
央
会
」
本
部
を
訪
問

　

趙チ
ョ

始シ
ヒ
ュ
ン
グ衡
海
外
協
力
担
当
か
ら
話
を

う
か
が
っ
た
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
の
時
や
韓
チ
リ
Ｆ
Ｔ
Ａ

の
時
は
、
農
民
の
自
由
化
反
対
運
動
は

激
し
か
っ
た
が
、
時
間
が
経
ち
免
疫
に

3

３
月
20
日

３
月
21
日

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
今
度
の
韓
米

Ｆ
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
農
民
の
運
動
は
あ
ま

り
大
き
く
な
い
。
韓
国
の
農
業
総
生
産

額
は
43
兆
ウ
ォ
ン
で
あ
り
、
韓
米
Ｆ
Ｔ

Ａ
の
農
業
へ
の
影
響
は
３
千
億
ウ
ォ
ン

と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
し
中
国
と
の
Ｆ

Ｔ
Ａ
を
結
べ
ば
、
毎
年
１
兆
ウ
ォ
ン
の

損
失
に
な
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
実

際
の
被
害
は
韓
中
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
方
が
問
題

だ
。

　

韓
国
農
協
中
央
会
を
訪
問
し
て
感
じ

た
こ
と
が
あ
る
。
韓
国
農
協
中
央
会
が

韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
反
対
し
て
こ
な
か
っ
た

の
は
、
大
統
領
権
力
が
絶
対
的
な
影
響

力
を
持
つ
た
め
マ
ス
コ
ミ
も
含
め
て
政

府
の
批
判
を
し
な
い
体
質
に
な
っ
て
い

る
か
ら
だ
。
日
本
で
も
日
ご
ろ
か
ら
組

合
員
教
育
を
疎
か
に
し
て
き
た
こ
と
の

結
果
を
無
視
し
て
、「
組
合
員
の
反
対

の
声
が
ほ
と
ん
ど
無
い
」
と
い
う
口
実

で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
」
の
立
場
を
と
ら
な

い
協
同
組
合
の
姿
が
あ
り
、
極
め
て
教

訓
的
で
あ
っ
た
。

２
、
韓
国
を
植
民
地
化
し
、
憲
法
な
ど

国
内
法
、制
度
、伝
統
よ
り
Ｆ
Ｔ
Ａ

を
優
先
す
る
「
毒
素
条
項
」

①
サ
ー
ビ
ス
市
場
開
放
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

リ
ス
ト
方
式
に
す
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ

ス
ト
方
式
と
は
、
基
本
的
に
、
す
べ
て

の
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
自
由
化
を
前
提

に
、特
定
分
野
を
留
保
案
に
記
載
し（
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
）、
リ
ス
ト
に
記
載

が
な
い
分
野
に
関
し
て
は
自
由
化
し
た

こ
と
と
み
な
す
方
式
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
ど
こ
ま
で
開
放
が
広
が
る
か

わ
か
ら
な
い
。
韓
国
で
は
こ
れ
へ
の
不

安
が
大
き
い
。

②
ラ
チ
ェ
ッ
ト
条
項
は
ラ
チ
ェ
ッ
ト

（
一
方
に
し
か
動
か
な
い
爪
歯
車
＝
不

可
逆
）
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
一
度

開
放
し
た
サ
ー
ビ
ス
分
野
は
再
び
原
状

回
復
が
出
来
な
い
と
い
う
も
の
。
例
え

ば
公
共
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
電
気
、通
信
、

保
健
、医
療
、学
校
、上
下
水
道
、道
路
、

交
通
、
農
業
基
盤
施
設
の
建
設
と
運
営

な
ど
）
を
一
旦
民
営
化
す
れ
ば
、
そ
の

後
不
都
合
が
お
き
て
、
再
度
公
営
に
し

よ
う
と
し
て
も
出
来
な
く
な
る
。

③
Ｉ
Ｓ
Ｄ（Investor 

 ̶State D
ispute 

Settlem
ent

）
条
項
は
、
韓
国
に
投
資

し
た
企
業
が
、
韓
国
の
政
策
に
よ
っ
て

損
害
を
被
っ
た
場
合
、
世
界
銀
行
傘
下

の
国
際
投
資
紛
争
仲
裁
セ
ン
タ
ー
へ
提

訴
で
き
る
。
審
査
機
関
は
提
訴
企
業
の

代
理
人
と
提
訴
さ
れ
た
国
の
代
理
人
、

議
長
は
Ｉ
Ｓ
Ｄ
機
構
の
議
長
が
指
名
す

る
者
（
保
険
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
担
当
の

法
律
家
）
の
３
名
で
構
成
さ
れ
、
１
審

制
で
決
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
全
勝
と
い

わ
れ
て
い
る
。韓
国
で
裁
判
は
行
わ
ず
、

韓
国
に
だ
け
適
用
さ
れ
る
。

　

他
に
も
、多
く
の
毒
素
条
項
が
あ
る
。

「韓国農協中央会」を訪問「韓国農協中央会」を訪問



食
の
安
心
・
安
全
が
守
れ
な
い
「
毒
素
条
項
」

の
危
険
な
中
身

4

３
、
ま
と
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
、
絶
対
阻

止
運
動
に
む
け
た
教
訓　

①
帰
国
し
て
す
ぐ
政
府
が
発
表
し
た

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
の
分
野
別
状
況
」

（
３
月
改
定
・
15
頁
）
を
見
た
が
、
21

の
す
べ
て
の
分
野
に
わ
た
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
交
渉
次
第
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

よ
る
我
が
国
へ
の
影
響
が
不
明
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
中
に
は
韓
米
Ｆ
Ｔ

Ａ
に
お
い
て
「
毒
素
条
項
」
と
い
わ
れ

た
内
容
や
、
韓
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
反
対
陣
営

が
問
題
視
し
て
い
た
事
柄
が
す
べ
て

「
検
討
中
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト

方
式
・
ラ
チ
ェ
ッ
ト
条
項
・
セ
ー
フ
ガ
ー

ド
縮
小
・
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
投

資
家
保
護
・
Ｉ
Ｓ
Ｄ
の
手
続
き
・
非
違

反
申
立
条
項
等
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
86
％
が
ア
メ
リ
カ
と
日

本
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
「
日
米
Ｆ

Ｔ
Ａ
」
が
実
態
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

②
韓
国
で
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
は
、韓
国
も
日
本
も
い
わ
ゆ
る「
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」「
新
自
由
主

義
」
に
よ
る
国
づ
く
り
が
着
々
と
進
行

し
、
ア
メ
リ
カ
の
国
家
戦
略
に
強
く
組

み
込
ま
れ
、
自
国
の
「
国
益
」
と
喧
伝

さ
れ
て
い
る
多
く
は
ア
メ
リ
カ
の
「
国

益
」
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
次
第
に
両

国
民
に
理
解
さ
れ
始
め
て
い
る
。
韓
国

で
は
、
市
場
競
争
原
理
・
自
己
責
任
が

行
き
渡
り
、
労
働
者
の
賃
金
は
縮
小
し

非
正
規
労
働
者
は
５
割
を
超
え
、
大
卒

の
就
職
率
も
５
割
程
度
と
い
う
。
中
小

零
細
企
業
や
農
業
経
営
は
逼
迫
し
、
地

方
と
大
都
市
の
格
差
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
で
進
む
格
差
拡
大
は
日
本
を
上
回

る
。
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
こ
の
状
況
を
一
挙

に
促
進
し
、
そ
の
「
総
仕
上
げ
」
と
し

て
の
政
治
的
措
置
と
言
い
切
る
こ
と
が

出
来
よ
う
。
ま
た
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
参
加
表
明

は
現
野
党
の
民
主
党
、
推
進
批
准
は
当

時
の
野
党
（
現
与
党
）
と
い
う
政
党
・

政
治
的
な
関
与
状
況
も
複
雑
で
あ
る
。

ま
た
、
韓
国
に
お
け
る
マ
ス
コ
ミ
へ
の

大
統
領
の
支
配
力
は
絶
大
で
あ
る
こ
と

も
あ
り
、
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
関
す
る
情
報

隠
蔽
を
続
け
な
が
ら
、「
反
対
す
る
も

の
は
売
国
奴
・
非
国
民
」
的
に
一
方
的

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
た
と
い
う
。

③
一
方
我
が
国
を
見
る
と
、
93
年
の
宮

沢
・
ク
リ
ン
ト
ン
会
談
で
の
「
日
米
包

括
経
済
協
議
」
の
流
れ
は
、
01
年
の
小

報
告
者
：
い
わ
て
生
協
常
務
理
事　

磯
田
朋
子

「毒素条項」の説明に聞き入る調査団

　
「
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
」
を
学
び
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
私
た
ち
の
く
ら
し
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
協
定
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
特
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項

や
ラ
チ
ェ
ッ
ト
条
項
な
ど
を
含
む

「
毒
素
条
項
（
不
平
等
な
条
項
の
総

称
）」
は
問
題
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
も

同
じ
よ
う
に
毒
素
条
項
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
食
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ

条
項
が
あ
る
こ
と
で
地
産
地
消
が
で

き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

仮
に
今
以
上
に
安
い
輸
入
農
産
物
が

入
っ
て
き
て
、
そ
れ
で
も
日
本
の
農

家
が
作
り
続
け
て
く
れ
た
と
し
て

も
、
国
や
自
治
体
は
条
例
を
定
め
て

地
場
の
も
の
を
優
先
し
て
使
え
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
国
産
農
産
物
を
優

遇
す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
農
産

物
を
冷
遇
す
る
こ
と
だ
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
企
業
が
被
害
を
受
け
た
と
日
本

を
訴
え
る
こ
と
が
可
能
な
条
項
だ
か

ら
で
す
。
日
本
は
国
産
農
産
物
を
守

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
食
の
安
全
を
守
る
た
め

の
日
本
の
規
制
や
法
律
が
貿
易
障
害

と
し
て
次
々
と
変
え
ら
れ
て
し
ま
う

心
配
が
あ
り
ま
す
。「
遺
伝
子
組
み

換
え
作
物
の
輸
入
拡
大
と
表
示
義
務

の
撤
廃
」「
輸
入
牛
肉
の
月
齢
制
限

の
見
直
し
（
日
本
政
府
は
す
で
に

30
ヶ
月
ま
で
の
緩
和
を
受
け
入
れ
よ

う
と
し
て
い
る
）」「
食
品
添
加
物
・

農
薬
の
規
制
緩
和
」
を
要
求
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
国
産
品
も
輸
入

品
に
あ
わ
せ
規
制
や
基
準
が
緩
和
さ

せ
ら
れ
た
ら
、
私
た
ち
は
家
族
の
健

康
を
守
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
食
の
危

険
性
も
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

　

韓
国
で
は
反
対
運
動
の
中
心
が
市

民
団
体
や
若
者
な
の
が
特
徴
的
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
良
い
社

会
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
私
た
ち
消

費
者
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
声
を
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。



医
療
の
市
場
化
で
、
公
的
医
療
保
険
や
地
域

医
療
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か

5

泉
・
ブ
ッ
シ
ュ
会
談
で
「
成
長
の
た
め

の
日
米
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と

名
称
が
変
わ
り
、
特
に
「
日
米
投
資
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
が
毎
年
２
回
例
会
を

開
き
、外
資
に
よ
る
日
本
企
業
の
買
収
・

合
併
が
促
進
さ
れ
、
日
本
の
法
律
や
制

度
の
改
正
が
次
々
強
行
さ
れ
、
こ
う
し

た
多
国
籍
金
融
資
本
に
よ
る
支
配
が
急

速
に
強
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
有
名
な
「
年
次
改
革
要
望

書
」
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ

に
よ
る
「
日
本
改
造
計
画
」
は
確
実
に

展
開
さ
れ
、
特
に
、「
小
泉
・
竹
中
構

造
改
革
」
は
、
規
制
緩
和
、
経
済
的
・

社
会
的
構
造
改
革
、
競
争
原
理
主
義
、

自
己
責
任
論
な
ど
に
よ
る
格
差
拡
大
・

貧
困
の
再
生
産
、
地
方
の
衰
退
な
ど
を

促
進
し
た
。
こ
う
し
た
自
公
政
権
・
小

泉
改
革
を
批
判
し
て
「
国
民
の
生
活
が

第
一
」
と
い
う
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
国
民

の
期
待
を
集
め
て
政
権
を
握
っ
た
民
主

党
は
、国
民
と
の
約
束
を
投
げ
捨
て「
平

成
の
開
国
」
と
い
い
な
が
ら
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
」
に
よ
る
「
壊
国
」
の
道
を
歩
み
、

野
田
内
閣
は
文
字
通
り
前
の
め
り
で
協

定
交
渉
に
入
っ
て
い
る
。
政
党
・
政
治

的
な
関
係
も
複
雑
で
あ
り
、
韓
国
と
類

似
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
マ
ス
コ
ミ

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
礼
讃
、
先
行
き
の
国
益
優
先

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
張
り
方
、
情

報
公
開
を
迫
ら
な
い
姿
勢
も
韓
国
と
類

似
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ

と
同
じ
よ
う
に
、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
」「
新
自
由
主
義
」
の
総
仕
上

げ
的
な
「
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ア
メ
リ
カ

の
た
め
の
」Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

３
・
11
東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力

福
島
原
発
事
故
、
行
き
過
ぎ
た
規
制
緩

和
・
自
由
化
の
弊
害
に
い
か
に
立
ち
向

か
う
の
か
と
い
う
最
優
先
課
題
が
あ

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
こ
う
し
た
「
国
難
」
か

ら
我
が
国
を
立
ち
直
ら
せ
、
現
在
の
閉

塞
感
に
満
ち
た
社
会
を
真
に
世
直
し
す

る
上
で
、
真
逆
の
弊
害
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
阻
止
す
る
上
で
、
当

面
す
る
国
民
的
運
動
を
い
か
に
展
開
す

る
か
、
今
後
岩
手
県
内
に
お
い
て
、
学

習
会
や
世
論
を
変
え
る
取
り
組
み
を

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
と
食
料
・
農
林
水
産
業
・

地
域
経
済
を
考
え
る
岩
手
県
民
会
議
」

を
中
心
に
、
多
く
の
団
体
の
み
な
さ
ま

と
す
す
め
て
い
き
た
い
。

報
告
者
：
盛
岡
医
療
生
協
副
理
事
長　

遠
藤
寿
美
子

意見交換会で様々な分野の方と交流

　

今
回
の
訪
問
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は

日
本
の
国
の
あ
り
よ
う
を
変
え
る
も

の
」
と
い
う
言
葉
が
、
実
感
を
持
っ

て
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
特
に
知
り

た
か
っ
た
こ
と
は
、医
療
問
題
で
す
。

　

韓
国
も
日
本
と
同
じ
よ
う
な
国
民

皆
保
険
制
度
で
す
が
、
今
で
も
医
療

格
差
が
あ
り
、
気
軽
に
病
院
を
利
用

で
き
な
い
人
々
は
薬
局
の
薬
に
頼
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
会
の
大
病
院

が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
る
の
に
対

し
、
地
方
や
過
疎
地
の
市
民
病
院
は

次
々
と
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
す
。
韓
米

Ｆ
Ｔ
Ａ
で
は
、
多
国
籍
企
業
に
よ
る

株
式
会
社
経
営
の
病
院
が
自
由
化
さ

れ
、
利
益
が
上
が
ら
な
い
健
康
保
険

患
者
の
診
療
拒
否
や
、
韓
国
の
公
的

医
療
保
険
が
ア
メ
リ
カ
民
間
病
院
の

自
由
な
医
療
を
阻
害
す
る
と
Ｉ
Ｓ
Ｄ

条
項
で
訴
え
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
適
用
さ
れ
る
薬
の

値
段
を
自
国
で
決
め
ら
れ
な
い
こ
と

な
ど
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
韓
国
民
の
健
康
や
い
の
ち
に
関

わ
る
重
大
な
問
題
で
す
。

　

日
本
で
も
「
外
国
企
業
を
含
む
営

利
企
業
が
病
院
経
営
に
参
入
で
き
る

よ
う
認
可
せ
よ
」
と
ア
メ
リ
カ
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
10
兆
円
も
の

日
本
の
医
薬
品
市
場
を
ア
メ
リ
カ
が

狙
っ
て
い
る
こ
と
も
明
白
で
す
。

　

Ｆ
Ｔ
Ａ
阻
止
汎
国
民
運
動
本
部
代

表
が
話
さ
れ
た
「
５
千
万
人
が
医
療

に
恵
ま
れ
て
い
な
い
最
も
遅
れ
て
い

る
ア
メ
リ
カ
の
医
療
制
度
を
韓
国
に

押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
で
日
本
も
同
じ
押
し
付
け
を
受
け

る
だ
ろ
う
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
内
容
を
全
国

民
に
急
い
で
知
ら
せ
る
こ
と
が
、
一

番
の
反
対
運
動
に
な
る
。
我
々
韓
国

民
が
歩
ん
で
し
ま
っ
た
（
先
決
条
件

を
認
め
て
し
ま
っ
た
）轍（
て
つ
）を
、

日
本
が
踏
ま
な
い
こ
と
を
心
か
ら
望

ん
で
い
る
。」
と
い
う
言
葉
が
最
も

印
象
的
で
し
た
。



　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
東
京
電
力
・

福
島
第
一
原
発
事
故
は
、
福
島
は
も
ち

ろ
ん
広
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。
岩
手
県
で
も
、
県
南
地
区
の
放
射

線
量
の
数
値
が
高
く
、
子
ど
も
の
内
部

被
ば
く
の
心
配
や
、
稲
わ
ら
を
使
用
で

き
な
い
農
家
な
ど
多
く
の
県
民
が
被
害

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
は
原
発
か
ら
の
脱
却
が
大
き

な
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で

は
事
故
の
収
束
の
道
す
じ
が
見
え
な
い

ま
ま
再
稼
働
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

思
想
・
信
条
を
超
え
て
真
剣
に
立
ち
向

い
、
原
発
か
ら
の
脱
却
の
世
論
を
広

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
動
す
る
べ
く
「
原

発
依
存
大
転
換
の
と
き　

県
民
世
論
を

広
げ
る
二
大
学
習
講
演
会
を
成
功
さ
せ

原
発
か
ら
の
脱
却
の
世
論
を
広
げ
る
た
め
に〜

学
習
会
や
請
願
を
実
施
〜

る
会
」
を
県
消
団
連
、
県
生
協
連
が
よ

び
か
け
、
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
会

に
は
、
22
団
体
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
の
活
動
交
流
を
し
な
が
ら
、
２

回
の
講
演
会
の
成
功
に
む
け
て
運
動
し

ま
し
た
。

　

１
月
25
日
は
、
経
済
評
論
家
の
内
橋

克
人
氏
に
「
合
意
な
き
国
策
を
糾た

だ

す
〜

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
求
め

て
」
と
題
し
講
演
い
た
だ
き
、
500
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
内
橋
さ
ん
は
30
年
ほ

ど
前
か
ら
原
子
力
発
電
に
対
す
る
警
鐘

を
鳴
ら
し
続
け
、「
福
島
第
一
原
発
の

事
故
は
、
地
震
・
津
波
と
い
う
自
然
災

害
に
、
追
い
打
ち
を
か
け
た
ま
さ
し
く

人
災
だ
と
思
う
。〝
原
発
は
安
全
で
ク

リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
〞
と
の
嘘
と

安
全
神
話
が
崩
れ
た
」
と
指
摘
。「
さ

ら
に
、〝
原
発
が
止
ま
る
と
電
力
が
足

り
な
く
な
る
〞
と
い
う
嘘
を
つ
い
て
い

る
。
今
９
割
の
原
発
が
止
ま
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
電
力
パ
ニ
ッ
ク
は

起
き
て
い
な
い
。
何
故
停
電
は
起
こ
ら

な
い
の
か
？
」
と
、
東
電
の
試
算
の
嘘

を
鋭
く
突
き
ま
し
た
。
豊
富
な
経
験
と

詳
細
な
調
査
か
ら
、
内
橋
さ
ん
は
「
原

発
反
対
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
い
。

脅
威
に
対
す
る
人
間
の
叫
び
で
す
」
と

訴
え
、
日
本
の
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

あ
り
方
と
し
て
、「
北
欧
社
会
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
選
択
こ
そ
参
考
に
す
べ
き
で

す
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
は
、
立
命
館
大
学
名
誉
教

授
で
安
斎
科
学
・
平
和
研
究
所
所
長
の

安
齋
育
郎
氏
に
「
原
発
は
な
ぜ
危
な
い

か
〜
放
射
性
物
質
は
環
境
の
中
で
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
？
〜
」
と
題
し

講
演
い
た
だ
き
、
450
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
安
斎
さ
ん
は
放
射
線
の
被
害
を
最

小
に
す
る
た
め
に
は
「
し
つ
こ
く
持
続

的
な
努
力
が
必
要
だ
」
と
指
摘
し
、
外

部
被
ば
く
を
減
ら
す
た
め
に
は
除
染
、

内
部
被
ば
く
を
減
ら
す
た
め
に
は
食
品

の
放
射
能
汚
染
を
規
制
し
続
け
る
こ
と

が
重
要
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
廃
炉
に
は
50
年
以
上
か
か
る
と
の
覚

悟
が
い
る
。
国
民
は
放
射
線
の
健
康
被

害
を
〝
過
度
に
恐
れ
ず
、
事
態
を
侮
ら

ず
、
理
性
的
に
怖
が
る
〞
姿
勢
を
大
事

に
し
、
原
発
事
故
後
の
試
練
の
時
代
に

立
ち
向
か
う
べ
き
で
す
。
ま
た
、
一
人

一
人
が
主
権
者
と
し
て
声
を
上
げ
、
こ

う
し
た
国
策
を
変
え
る
こ
と
が
大
事
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
の
学
習
会
で
は
「
早
期
に
原
発

か
ら
の
脱
却
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
」
を

読
み
上
げ
、今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
・

個
人
が
原
発
か
ら
の
脱
却
の
世
論
を
広

げ
、
行
動
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
月
県
議
会
へ
成
功
さ
せ

る
会
に
参
加
し
た
６
団
体
が
「
放
射
能

汚
染
対
策
を
求
め
る
請
願
」
を
行
い
ま

し
た
。
県
と
し
て
放
射
能
汚
染
の
調
査

を
細
か
く
行
い
発
表
す
る
こ
と
や
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
推
進
し
、

原
発
依
存
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
す
こ
と

な
ど
を
訴
え
ま
し
た
（
継
続
審
議
と
な

り
ま
し
た
）。

　

岩
手
県
生
協
連
で
は
、
今
後
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
向
上
に
む

け
、
学
習
会
や
要
請
行
動
を
す
す
め
、

世
論
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
た

ち
ま
し
た
。

　

当
生
協
で
は
、
市
役
所
の
地
下

に
あ
っ
た
店
舗
が
震
災
・
津
波
の

被
害
を
受
け
、
全
壊
し
ま
し
た
。

生
協
の
存
続
に
つ
い
て
４
月
21
日

の
理
事
会
、
８
月
９
日
の
総
会
に

は
か
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
の
賛
同

を
得
て
再
建
に
む
け
て
取
り
組
む

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
９
月
１
日
か
ら
は
市

役
所
の
分
庁
舎
脇
に
、
狭
い
な
が

ら
も
コ
ン
テ
ナ
の
仮
設
店
舗
を
設

置
し
、
店
長
と
パ
ー
ト
職
員
の
２

人
体
制
で
再
開
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
新
た
な
店
舗
が
市
役

所
本
庁
舎
内
の
以
前
と
ほ
ぼ
同
じ

場
所
に
３
月
12
日
に
や
っ
と
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

職
員
の
み
な
さ
ん
も
本
庁
舎
に
戻

り
、
仮
設
店
舗
時
よ
り
利
用
は
多

く
な
り
ま
し
た
。
飲
料
や
カ
ッ
プ

麺
、
パ
ン
や
お
菓
子
類
を
中
心
に

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
以
前
は
お
弁
当
の
仕
入
れ

は
地
元
の
業
者
３
社
に
お
願
い
し

て
い
ま
し
た
が
、
す
べ
て
被
災
し

ま
し
た
。
現
在
は
そ
の
う
ち
１
社

か
ら
お
に
ぎ
り
を
仕
入
れ
て
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
つ
つ
、
商
品
供
給
事
業
の
更
な

る
拡
大
等
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
紙

面
を
お
借
り
し
、
こ
れ
ま
で
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様

に
対
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
組
合
員
に
愛
さ
れ

る
生
協
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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釜
石
市
職
員
生
活
協
同
組
合

い
わ
て
生
活
協
同
組
合

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事

故
は
、
広
範
囲
に
わ
た
る
放
射
能

汚
染
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
組

合
員
の
不
安
は
大
き
く
、
き
め
細

か
い
食
品
の
検
査
を
求
め
る
と
と

も
に
、
放
射
能
汚
染
の
原
因
で
あ

る
原
発
は
な
く
し
て
ほ
し
い
と
の

声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

い
わ
て
生
協
で
は
、
今
回
の
よ

う
な
原
発
事
故
を
二
度
と
起
こ
さ

な
い
た
め
に
、
２
月
か
ら
「
原
発

を
や
め
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
を
―
も
う
原
発
は
い
ら
な

い
！
い
わ
て
生
協
10
万
人
署
名
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
と

り
く
み
に
あ
た
り
、
昨
年
10
月
〜

12
月
に
３
回
連
続
の
原
発
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
学
習
会
を
開
催
。
組

合
員
・
職
員
の
べ
340
名
が
参
加
し
、

原
発
が
な
ぜ
危
な
い
か
、
ま
た
原

発
に
替
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
に
つ

い
て
し
っ
か
り
と
学
習
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま

と
め
、
署
名
運
動
と
合
わ
せ
て
広

げ
て
い
ま
す
。
署
名
は
４
月
10
日

現
在
６
万
筆
と
、
こ
の
運
動
へ
の

組
合
員
の
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
10
万
筆
を
ぜ
ひ
集
め
、

６
月
に
は
国
会
に
提
出
す
る
予
定

で
す
。

　

12
年
度
も
引
き
続
き
、
放
射
能

へ
の
不
安
に
応
え
る
学
習
会
の
開

催
、
組
合
員
が
身
の
周
り
の
空
間

放
射
線
量
を
測
定
で
き
る
よ
う
放

射
線
測
定
器
の
貸
し
出
し（
４
台
）、

日
本
生
協
連
が
行
う
「
家
庭
の
食

事
か
ら
の
放
射
性
物
質
摂
取
量
調

査
」へ
の
協
力
、事
業
で
は
産
直
品
・

ア
イ
コ
ー
プ
商
品
等
の
自
主
検
査

の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

「脱原発・自然エネルギーへの転換」
学習会のご案内
・5月8日（火）18時～20時
　 宮古市・マリンコープドラ
・5月9日（水）10時～12時
　 釜石市・釜石ベイシティホテル
講師は昨年 12 月盛岡での講演が
好評だった日本環境学会会長の
和田武先生です。ぜひご参加を！

参加無料



　

ま
た
、
各
会
派
よ
り
岩
手
の
復
興

や
県
政
で
、
重
点
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
岩
手
県
で
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
す
め
方
に

つ
い
て
「
住
民
が
参
加
し
、
地
域
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
と
合
わ
せ
て
考

え
る
べ
き
」「
大
企
業
の
営
利
の
た
め

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」「
若
者
の
雇
用
の
場
に
も
な

る
よ
う
に
」
な
ど
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
放
射
能
問
題

は
県
南
で
不
安
の
声
が
多
い
こ
と
を

受
け
、
情
報
公
開
を
し
っ
か
り
行
う

こ
と
が
大
切
な
ど
の
意
見
交
換
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
県
生
協
連
で
は
、
よ
り
よ

い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
様
々
な
運

動
を
す
す
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩手県生協連トピックス

岩手県生活協同組合連合会
■住所　〒020-0180 岩手郡滝沢村土沢 220-3　■電話　019-684-2225　■ FAX　019-684-2227

URL　http://iwate.kenren-coop.jp/　E-mail　sn.ikenren@todock.jp

２
千
６
百
万
円
を
還
元
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
灯
油
や
被
災
者
支
援

灯
油
に
つ
い
て
、
こ
の
間
の
市
町
村

請
願
や
要
請
活
動
の
成
果
も
あ
り
、

２
月
県
議
会
で
沿
岸
12
市
町
村
の
高

齢
者
世
帯
な
ど
１
万
強
の
世
帯
に
灯

油
購
入
費
補
助
（
福
祉
灯
油
）
の
実

施
が
決
定
し
ま
し
た
。
09
・
10
年
度

と
、
ほ
と
ん
ど
実
施
で
き
な
か
っ
た

福
祉
灯
油
な
だ
け
に
、
11
年
度
は
沿

岸
だ
け
と
い
う
限
定
は
あ
り
ま
す
が
、

前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
３
月
21
日
以
降
の
灯
油

価
格
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
原
油
高

騰
を
反
映
し
、
１
㍑
99
円
（
配
達
・

定
期
巡
回
、
電
話
注
文
は
プ
ラ
ス
１

円
）
の
決
定
価
格
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
灯
油
の
動
向
に
注
視
し
、

必
要
に
応
じ
て
石
油
元
売
会
社
や
経

済
産
業
省
な
ど
へ
要
請
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

■
岩
手
県
議
会
各
会
派
と
の
懇
談
会

を
開
催

　

３
月
２
日
、
岩
手
県
議
会
各
会
派

と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
県
議

か
ら
は
、
民
主
党
関
根
敏
伸
議
員
、

岩
渕
誠
議
員
、
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
樋

下
正
信
議
員
、
嵯
峨
壱
朗
議
員
、
地

域
政
党
い
わ
て
飯
沢
匡
議
員
、
日
本

共
産
党
斉
藤
信
議
員
が
出
席
し
ま
し

た
。
ま
た
、
県
生
協
連
か
ら
は
、
理

事
10
名
、
い
わ
て
生
協
専
務
理
事
・

常
務
理
事
２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
県
議
会
各
会
派

へ
、
生
活
者
・
消
費
者
と
し
て
の
く

ら
し
へ
の
思
い
や
願
い
、
県
政
へ
の

要
望
を
伝
え
、
ま
た
各
会
派
よ
り
県

政
に
つ
い
て
や
生
協
へ
の
期
待
・
要

望
を
伺
い
、
今
後
の
事
業
・
運
動
に

い
か
し
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め

に
行
っ
て
い
ま
す
。
４
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
今
回
の
懇
談
会
は
、
岩

手
の
復
興
を
中
心
テ
ー
マ
に
置
き
懇

談
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
い
わ
て
生
協
菊
地
靖

専
務
理
事
、
県
生
協
連
吉
田
敏
恵
専

務
理
事
よ
り
、
復
旧
・
復
興
に
む
け

て
こ
の
間
生
協
が
取
り
組
ん
だ
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。
い
わ
て
生
協
は
、

被
災
者
の
生な

り
わ
い業

の
再
建
を
中
心
と
し

た
支
援
と
し
て
、
全
国
の
生
協
に
被

災
地
の
商
品
販
売
等
を
協
力
い
た
だ

く
支
援
を
行
う
こ
と
な
ど
を
報
告
し

ま
し
た
。
県
生
協
連
か
ら
は
今
後
、

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
生
存
権
が
守
ら

れ
る
よ
う
要
請
を
行
う
こ
と
や
、
原

発
に
頼
ら
な
い
社
会
に
む
け
県
や
市

町
村
に
も
働
き
か
け
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
な
ど
の
県
民
運
動
に
し

て
い
く
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

T O P I C S

■
県
連
第
５
回
灯
油
委
員
会
で
生
協

灯
油
の
最
終
価
格
を
決
定

　

３
月
13
日
、
第
５
回
灯
油
委
員
会

を
開
催
し
、
暫
定
価
格
と
し
て
い
た

灯
油
の
最
終
価
格
を
決
定
し
ま
し
た
。

12
月
21
日
か
ら
２
月
20
日
ま
で
は
１

㍑
89
円
（
配
達
・
定
期
巡
回
、
１
円

の
還
元
、電
話
注
文
は
プ
ラ
ス
１
円
）、

２
月
21
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
は
１

㍑
90
円
（
暫
定
価
格
同
様
、
電
話
注

文
は
プ
ラ
ス
１
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
・
２
月
は
県
の
平
均
価
格
は
91
円

で
し
た
が
、
３
月
に
な
っ
て
あ
が
り

は
じ
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
生
協

連
で
は
値
上
げ
を
せ
ず
、
結
果
的
に

市
況
価
格
を
抑
制
し
ま
し
た
。
組
合

員
の
き
び
し
い
暮
ら
し
を
少
し
で
も

支
援
す
る
価
格
と
し
て
決
定
し
、
い

わ
て
生
協
と
県
学
校
生
協
合
わ
せ
て


